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１．研究計画の概要 
近年，市民の我が国の治安に対する不安が

高まっており，防犯教育に対する注目が高ま
っている。しかしながら，従来の研究におい
ては，人々が日常生活で犯罪被害に対して，
どのように警戒・対処しているのか，このよ
うな個人の防犯には，どのような要因が寄与
するのかに関する実証的知見が乏しかった。 
本研究は、個人が日常生活で犯罪被害を警

戒・対処するために用いている防犯方略
（crime prevention strategies）に注目し，
同方略を多次元的に測定するための新たな
尺度を開発することによって，日常生活にお
ける人々の防犯心理に関する多角的な実証
的検証を行い，さらに既存の防犯教育の効果
検証ならびに開発した同尺度を利用した新
しい防犯教育の可能性にもアプローチする
ことを最終的な研究目的としている。 
２．研究の進捗状況 
 進捗状況を，以下の通りに記す。 
（1） 多次元的防犯方略尺度の開発 
従来の研究では，個人の防犯や警戒行動に

焦点化したアプローチが行われていないた
め，人々が日常生活で犯罪被害に対して，ど
のように警戒・対処しているのかが不明確で
あった。そのため，多次元的に個人の防犯方
略を計測・検討するための新尺度を開発し
（Honda and Yamanoha, 2010），高校生と大
学生の犯罪被害リスク認知と防犯方略を検
討した。その結果，（a）若年層は，警戒心，
危険地区回避，リスク管理，危険経路回避，
自己モニタリング，夜間外出自粛という六つ
の防犯方略を利用していること，（b）同方略
とリスク認知には男女差が示されること，
（c）単身居住者は家族とともに生活してい
る人よりもリスク認知は高いが，防犯方略の

程度が低くなることが明らかにされた。 
（2） 防犯心理の規定因 
以下の要因に着目し，実証的検討を行った

ので，これまで得られた研究成果を記す。 
① 人格特性要因 
開発した防犯方略尺度，STAI，主要五因子

性格検査を用いて探索的検討を行った結果，
開放性や知性，協調性などの人格特性と防犯
方略尺度との間に有意な相関が示された．特
に，外向性は一部の防犯方略の程度を低下さ
せる可能性が高いことが示唆された．これら
の知見は，防犯はリスクや不安をもとに駆
動・制御されているだけではなく，人格特性
の影響を受けながら実行される可能性が高
いことを示唆していた（本多・山入端, 2009）． 
さらに，個人の予防・警戒行動を規定する

人格特性として，災害・防災心理学で取り上
げられてきた人格特性のひとつである， 
Locus of Controlに着目して防犯方略との関
連性を検討した結果，Locus of Controlの内
的統制傾向が高い群は低い群よりも自制心
方略を除くすべての防犯方略の程度が高い
ことが明らかにされた（本多, 2010）。 
② 住環境要因 
居住形態が防犯心理にどのような影響を

及ぼすのかを検討した結果，大学生の防犯心
理は居住形態や居住期間によって影響を受
ける可能性が高いことが示唆された．具体的
には，（a）自宅通学者は単身通学者よりも防
犯方略の程度が高いこと，（b）防犯方略への
居住期間の影響は居住形態によって異なる
ことが明らかにされた（本多・山入端, 2008）。
また，単身通学者では，居住者の性別や居住
階数によって防犯方略の程度が異なる傾向
があることも明らかにされた（本多, 2010）。 
さらに，大学生の防犯心理の地域差を検討
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した結果，（a）沖縄県大学生は，東北地方大
学生よりも暴力・財産犯罪リスクも高く認知
していること，（b）沖縄県女性は東北地方女
性よりも危険地区回避方略の程度が高いこ
と，（c）自己モニタリング方略や夜間外出自
粛方略は沖縄県大学生が低いという地域差
が観察された。これらの知見は，物理的環境
要因以外に，社会・文化的要因によっても防
犯の程度が規定される可能性があることを
示唆している（本多・山入端, 2009）。  
③ 季節要因 
犯罪発生率は季節によって変動すること

が報告されているため，大学生を対象に防犯
心理の季節的変動を検証した．その結果，大
学生は男女ともに気温が上昇する夏に犯罪
発生率が高くなると認知していたが，自己の
犯罪被害リスク認知ならびに防犯方略の程
度には季節的変動が生じにくいことを示す
知見が得られた（本多・山入端, 2009）。 
得られた結果を統合的に考察すると，若年

層は，たとえ夏に治安が悪化すると感じてい
てもそれを自分自身の犯罪被害とは結びつ
けにくいため，犯罪発生の季節的変動認知が
自己の犯罪被害リスクや防犯方略には反映
されにくいことが示唆された。 
（3） 防犯教育効果の可能性 
予備調査から，防犯グッズ利用者の防犯方

略の程度は非利用者よりも高いことを示す
知見が得られたため，防犯ブザーを配布・利
用してもらうという介入法が防犯方略を高
めることが可能かを実験的に検討した。その
結果，同介入による防犯方略への時系列的影
響は観察されなかった。また，同尺度への継
続的な回答により部分的にではあるが，個人
の防犯方略の程度が改善される可能性を示
唆する知見も得られた（本多・山入端, 2009）。 
３．現在までの達成度 
自己評価：①当初の計画以上に進展している 
理由：従来の防犯心理学では，個人の防犯意
識，防犯行動の多様性に注目した研究は行わ
れていなかった。したがって，本研究で開発
した，多次元的防犯方略尺度は，全く新しい
ものであり，同尺度を利用したこれからの多
角的な防犯研究の道筋を示す画期的な研究
成果であるといえる。事実，同研究成果は，
国際学術誌に掲載されており，世界的にも高
く評価されているといえるだろう。 
また，従来，個人の防犯行動は，犯罪に対

する恐怖や恐れとして捉える考え方が支配
的であった。本研究の知見から，自己の行動
を継続的に管理・制限することで安全を確保
しようとする，個人の防犯心理の新たな側面
に関する新しい視点を得ることができた。さ
らに，本研究は，住環境要因や季節的要因に
もアプローチしており，得られた研究成果は，
効果的な防犯教育の実施に必要不可欠な基
礎的資料としても高い価値を有している。 

４．今後の研究の推進方策 
日常生活における人々の防犯心理に関す

る多角的な実証的アプローチをこれまで以
上に強力に推進するとともに，開発した同尺
度を利用した新しい防犯教育の可能性にも
アプローチを継続する。 
さらに，これまでの研究から得られた知見

をもとに，日常生活における防犯心理の諸相
に対する統合的な考察を行う。以上の今後の
研究の推進方策により，高い応用的成果をあ
げることが可能になると考えられる。  
５. 代表的な研究成果 
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